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■ 国の補助金 → 国内全域が対象なので大規模

■ 地方自治体の補助金 → 地域限定なので小規模

■ 窓口限定の補助金 → 中央会･商工会議所･京都産業21

(過去の例) 太陽光発電・エコキュート・エコポイント・HEMS

(継続中例) 省エネ住宅ポイント・蓄電池・EV･PHV自動車・雇用関係助成金

(過去の例)

(継続中例) 太陽光発電・太陽熱利用・蓄電池・HEMS・生ゴミ処理機･EV･PHV自動車
プレミアム商品券

(過去の例) エネルギー対策交付金緊急事業･緊急負担軽減事業･経営応援事業

(継続中例) 中小企業等収益体質改善支援事業･小規模事業者持続化補助金(7/31終了)



■ 自店や自社で活用する補助金

■ 商売ネタとして利用する補助金

■ 組合等運営で協賛・協業して運用する補助金

※ 中小企業ステップアップ事業補助金(平成25年)
※ 小規模事業者持続化補助金(7/31終了) → 日本商工会議所
※ 雇用関係助成金 → 厚生労働省

※ エネルギー自立化対策事業(平成25年) → 京都産業エコエネルギー推進機構
※ 中小企業緊急電力コスト負担軽減事業(平成25年) → 京都産業21
※ エネルギ－使用合理化等事業者支援事業(平成26年) → 環境経済株式会社
※ コスト縮減設備投資支援事業(1/9終了) → 京都産業21
※ 自立分散型エネルギー利用設備設置助成制度 → 京(みやこ)安心すまいセンター
※ HEMS補助金 → 京都府地球温暖化防止活動推進センター



補助金あり

自宅に設置→その後55台販売(33台が補助金付きで販売)



J-PEC補助金あり

自宅に設置→その後1188PV販売(総発電出力282Kw､総工費1億4000万)

京都市補助金あり

2005年以前は
新ｴﾈﾙｷﾞｰ財団(nef)が
補助金窓口だった



【2014年度sii補助金】

自宅に設置→その後２セット販売(販売単価約180万円)

【2014年度京都市補助金】

5万円×5.5Kwh=275,000円 + 755,000円 = 1,030,000円



ということは・・・



１．まず最初に自宅や自社で試してみてメリットを知る

２．実体験と補助金の優位性を生かした営業を展開する

３．申請書や実績報告書等は間違いなく正確に記入する

４．思いついたらすぐに行動する習慣を身につけておく

常に情報収集に努めること



今すぐ取り組める旬の制度は・・・



消費者が電力会社を選べるようになる



メリットが実感できる時代がやって来る

様々なセット割引が実現する

■ 通信とセット割

■ ガスとセット割

■ ガソリンとセット割

■ インターネットとセット割

■ 家電製品とセット割

新電力事業者数の推移



電力使用量の見える化や新電力料金ﾒﾆｭｰの設定･運用に不可欠。



太陽光:40年かけて80万台
HEMS:2年かけて7～9万台

規模ポテンシャルが数倍



◆ 機器購入代金の補助に限定。工事代は補助対象外。

【 京都府補助金 】

◆ 最大10万円の補助 (京都府のエコ融資を活用すれば加算)

http://www.kcfca.or.jp/hems/

【 京都市補助金 】

◆ 機器購入金額に関係なく一律20,000円の補助。

◆ 設置後60日以内に申請 （京(みやこ)安心すまいセンター宛）

http://www. kyoto-jkosha.or.jp/sumai//

http://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/page/0000164308.html



■ 京都産業21のメールマガジンンに登録

http://www.ki21.jp/

■ 中小企業庁の『補助金等公募案内』を参照

http://www.chusho.meti.go.jp/koukai/koubo/

■ 京都府中小企業団体中央会の『助成事業案内』を参照

http://www.chuokai-kyoto.or.jp/guide/josei/

■ 日本商工会議所の『小規模事業者持続化補助金』を参照

http://h26.jizokukahojokin.info/

■ 京都産業エコエネルギー推進機構の『支援･補助事業』参照

http://www.kyoto-eco.jp/support/2015/

■ Siiのホームページを参照

https://sii.or.jp/



ご静聴ありがとうございました


